
2008
未
来
に
向
か
っ
て
躍
進
す
る
、尚
絅
学
院
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
！
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行
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援
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尚志祭2008
MADE in 尚絅

尚絅の魅力を存分に伝えることができ
るよう、実行委員会一同尚志祭に向けて
日々活躍しています。今年の尚志祭は芸
能人ライブや45 団体の出店があり、さ
らに野外ステージ企画も予定していま
す。2日目には毎年恒例の花火大会も行
われます。皆様のお越しを心よりお待ち
しています。

～まごころこめてつくりました～
詳しくはパソコンHP、

または携帯HPをご覧下さい。

●開催日時　1日目　10月18 日( 土）
                   　　　　AM10:30 ～
　　　　　　2日目　10月19 日(日）
                   　　　　AM10:00 ～
●会　　場　尚絅学院大学（ゆりが丘キャンパス）

パソコンHP（尚志祭 2008で検索） 
h t t p://s youke ima t su r i 2008 .
rakurakuhp.net/

携帯 HP
http://05.mbsp.jp/
skmatsuri2008/
右のQRコードを読み込んでください

表現文化学科主催

「尚絅メディア・フェスタ」
プレイベント
●開催日時　10月18日(土）・19日(日）
　　　　　　（「尚志祭」当日）
●会　　場　4号館3階

SHOKEI
Festival 2008

●内　容　孫太郎虫ミュージアム、映像インスタレーショ
ン、オペレッタ、リーダーズ・シアター、声優トークショー（ゲ
スト たてかべ和也氏）、他

※本イベントは、2009年度に白石市で行われる「尚絅メディア・フェスタ白
石」のプレイベントとして、表現文化学科所属の2年生が中心となって企
画・運営を行うものです。

未来に向かって躍進する、
尚絅学院高等学校バレーボール部！

［発足から57年、トップを目指す選手達］

第461号
2008年(平成20年)
9月10日発行

●情報掲示板／学校行事報告　●エクステンションセンター講座のお知らせ　●同窓会コーナー

子羊からの一通の手紙
中高教員／白津祈恵子

はばたき
１９９７年 尚絅学院高等学校　１９９９年 尚絅学院短期大学生活科学科卒業
緑の里クリニック看護師／鈴木静香さん　

卒業生コラム

［梅の花］
○卒論の思い出／大学総務課事務職員　佐藤　光一

職員エッセイ

お
　
く
　
や
　
み

道
岡
サ
ダ
様
（
91
歳
）

（
大
学
健
康
栄
養
学
科
教
授 

道
岡
功
様 

御
母
堂
）

６
月
８
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

吉
成
タ
ヅ
様
（
97
歳
）

（
高
等
科
家
政
科 

昭
和
６
年
卒
）

６
月
17
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

中
村
弘
子
様
（
79
歳
）

（
大
学
事
務
職
員 

中
村
節
子
様 

御
義
母
）

６
月
23
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

齋
藤
秀
逸
様
（
61
歳
）

（
中
学
・
高
等
学
校
教
頭 

齋
藤
公
夫
様
御
令
兄
）

６
月
25
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
き
く
い
様
（
91
歳
）

（
幼
稚
園
教
諭 

清
野
正
恵
様 

御
祖
母
）

６
月
28
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

刀
根
邦
子
様
（
83
歳
）

（
本
科
昭
和
18
年
卒
）

７
月
１
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

油
川
政
子
様
（
60
歳
）

（
大
学
現
代
社
会
学
科
教
授 

油
川
洋
様 

御
令
妹
）

７
月
９
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

伊
澤
律
子
様
（
83
歳
）

（
本
科
昭
和
18
年
卒
）

７
月
10
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

三
浦
良
子
様
（
59
歳
）

（
中
学
昭
和
40
年
卒
・
高
校
昭
和
43
年
卒
・

現
同
窓
会
本
部
役
員
）

７
月
14
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

佐
々
木
キ
ヨ
様
（
84
歳
）

（
大
学
女
子
短
期
大
学
部
保
育
科
教
授

小
松
秀
茂
様 

御
義
母
）

７
月
16
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で

哀
悼
の
意
を

表
し
ま
す
。

尚絅誌
購読の
お願い

お申し込み先 尚絅学院後援会
事務局

TEL.022-264-5872  FAX.022-264-5830
E-mail:koenkai@shokei.ed.jp

この1冊で、尚絅学院の「いま」がよくわかります。

リニューアルしました！
学校と保護者の皆様を。母校と同窓生を。生徒と保護者の皆様を。
もっと尚絅を通じてつながって欲しい。
そんな気持ちで出来ました!

※9月のみ通常・入募集特集号同時発行

年6冊5回発送

③継続購読ご希望の方は、2,000円以上ご入金いただく
か、毎年尚絅誌2月号に後援会の専用振込用紙を同封
致しますので、それをご利用下さい。

④ご芳名掲載を望まない方は、匿名希望と振り込み用紙
の通信欄にご記入下さい。

①尚絅後援会にご入会いただくと、機関紙「尚絅」が年6
冊5回発送されます。（会費は年額2,000円か、その倍
数から受け付けています） 

②購読ご希望の方は、下記にお振込みいただくか、もしく
はお電話いただければ、こちらから専用振込用紙を郵
送致します。

電話受付時間（平日のみ）
9：00～16：00

尚絅誌の購読を通じて間接的に
母校への支援が出来ますので、ご協力宜しくお願い致します。

メッセージ／大学・バレーボール部監督：小田嶋充／高校・バレーボール部監督：小野寺二男
　　　　　　コーチングキャラバン派遣コーチ：利部陽子
　　　　　　高校バレーボール部主将：小出加奈子

尚絅学院大学リカレント講座2008
第４回 
幼稚園教諭、保育士のための
リカレント講座

第1回  11月1日(土) 
｢『子どもと遊ぶ』を考えるワークショップ」

第2回  11月22日(土) 
「気になる子どもへの保育
－LD、ADHD、高機能自閉症児の子どもへの接し方」

第3回  11月29日(土) 
「少年非行の実態と幼児期における
非行防止教育」

●受講料：無料　
●会場：本学ゆりが丘キャンパス　
●時間：午後２時～４時
※本誌中面記事11ページにも講座のご案内があります。

尚絅学院大学
エクステンションセンター

講座のお知らせ

講座のねらい：保育現場で働く保育経験者たちが、自ら
の保育をふり返り、さらに深めることをねらいとしている。
今回、現場からの要望の多い領域から、専門家によって
アプローチがなされる。

　先日、大学を卒業して以来２８年
ぶりに友人に会う事が出来た。“イ
ンターハイ”に出場する選手ととも
に熊谷市に来た彼は、現在、鳥取県
で高校の教員をしており、彼の連絡
先がわかったのはつい１年前のこと
だった。
　“やあ～元気だったか？”と本当に
２８年ぶりなのかと疑いたくもなる
光景があり、“親友”とはこんな簡単
な挨拶で済むものなのかと改めて
感じた。しかし、こんな簡単な会話
だけで済む人はそういないと思う。
　この世に生まれている限りは、沢
山の人との出会いがある。誰にでも
長所は必ずある。相手の長所を見
つけ楽しい会話をすることでお互
い幸せな時が過ごせるはず…と私
は思っているし、皆さんにもそう思
ってもらいたいと願っている。　
（C・Ｋ）

●講師：ラーメンちゃん

●講師：清水貞夫先生（宮城教育大学名誉教授）

●講師：石原智子さん (宮城県警察本部生活安全部少年課 )



尚絅学院高等学校
バレーボール部の
あゆみ

尚絅学院高等学校
バレーボール部発足
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2008年度
大会成績

2月

2007年度
大会成績
2007年度
大会成績
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10月

　　
２
０
０
７
年
２
月
、創
部
56
年
目
に

し
て
、尚
絅
学
院
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は

快
挙
を
果
た
し
ま
す
。
第
38
回
全
国
高

校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
抜
優
勝
大
会
宮
城

県
大
会（
春
高
バ
レ
ー
）に
お
い
て
、初

の
決
勝
進
出
を
決
め
た
の
で
す
。
当
時

部
員
は
選
手
８
人
、マ
ネ
ジ
ャ
ー
１
人

の
わ
ず
か
９
人
で
、し
か
も
す
べ
て
が

１
年
生
で
し
た
。

　
惜
し
く
も
全
国
大
会
出
場
は
阻
ま
れ

て
し
ま
い
ま
す
が
、尚
絅
学
院
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
の
躍
進
は
こ
こ
か
ら
始
ま
っ

た
の
で
す
。

　
２
０
０
６
年
４
月
、尚
絅
学
院
は
、高

校
と
大
学
の
連
携
に
よ
る
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
一
貫
強
化
に
着
手
し
ま
す
。

　
宮
城
県
内
の
中
学
の
県
選
抜
選
手

な
ど
が
入
部
し
て
、１
年
生
主
体
で
始

ま
っ
た
チ
ー
ム
で
し
た
。
週
の
半
分
以

上
を
大
学
生
と
一
緒
に
練
習
し
、彼
女

達
に
と
っ
て
は
常
に
高
い
レ
ベ
ル
で
鍛

え
ら
れ
る
環
境
が
整
い
ま
し
た
。

　
こ
の『
高
校
・
大
学
連
携
』に
よ
る
チ
ー

ム
強
化
は
、短
期
間
で
速
く
も
効
果
が
現

れ
、１
年
後
の
初
の
決
勝
進
出
へ
と
繋
が

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
２
０
０
７
年
に
は
、Ｆ
Ｎ
Ｓ
春
高
バ

レ
ー
コ
ー
チ
ン
グ
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
選
ば
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発
足
か
ら
57
年
、ト
ッ
プ
を
目
指
す
選
手
達

未
来
に
向
か
っ
て
躍
進
す
る
、

尚
絅
学
院
高
等
学
校

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
！

れ
ま
す
。
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
か
ら

直
接
指
導
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
は
、

願
っ
て
も
な
い
チ
ャ
ン
ス
で
し
た
。

　
練
習
中
、Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
が
回
っ
て
い

た
り
す
る
た
め
、
初
め
は
緊
張
感
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、す
ぐ
に
慣
れ
練

習
に
集
中
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
担
当
の
利か

が

ぶ部
コ
ー
チ
か
ら
は
、お
と

な
し
く
感
情
表
現
が
あ
ま
り
う
ま
く
な

い
面
を
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
ま
し
た
が
、

徐
々
に
相
手
と
勝
負
す
る
と
き
の
表
現

力
な
ど
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、笑
顔
の
パ
ワ
ー
の
大
切
さ

や
強
い
精
神
力
を
持
つ
こ
と
、周
り
の

方
々
へ
の
感
謝
の
心
な
ど
多
方
面
に
わ

た
り
指
導
を

受
け
る
こ
と

が
出
来
、
彼

女
達
も
ど
ん

ど
ん
力
を
つ

け
て
い
き
ま

し
た
。

　
今
年
の
全

国
高
校
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
選
抜
優
勝
大
会
宮
城
県
大

会（
春
高
バ
レ
ー
）で
は
、『
高
校
・
大
学

連
携
』に
よ
る
チ
ー
ム
強
化
や
コ
ー
チ

ン
グ
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
身
を
結
び
、２
年

連
続
２
度
目
の
決
勝
進
出
を
果
た
す
こ

と
が
出
来
た
の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
全
国
大
会
出
場
を
目
指

し
躍
進
し
て
行
く
こ
と
を
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

57
年
の
歴
史
の
あ
る
尚
絅
学
院
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
。

高
校
か
ら
大
学
へ
と
連
携
し
た
強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

大
き
な
成
長
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
取
り
組
み
を
追
っ
て
み
ま
す
。

　
06
年
よ
り
バ

レ
ー
部
が
高
校
・
大

学
連
携
強
化
指
定

種
目
と
な
り
、高
校

生
が
大
学
で
練
習
す
る
機
会
が
増
え
た

こ
と
は
、大
き
な
力
に
な
り
ま
し
た
。

　
各
高
校
出
身
者
が
集
ま
る
大
学
で
、

尚
絅
高
校
の
バ
レ
ー
部
の
た
め
に
時
間

を
割
き
、練
習
相
手
を
し
て
く
れ
る
こ
と

は
、感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
高
校
・

大
学
連
携
が
う
ま
く
つ
な
が
り
、大
学
生

に
も
大
き
く
育
て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
バ
レ
ー
を
通
し
て
、物
事
の
理
解
力

を
深
め
、心
が
成
長
し
人
間
性
が
育
つ

こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
思
う
の
で
、こ

れ
か
ら
も
部
員
の„
夢
の
実
現“
の
た
め

に
努
力
し
全
国
大
会
出
場
目
指
し
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
尚
絅
学
院
で
は
、一
貫
し
て
個
々
の
選
手
の

責
任
を
問
い
か
け
ま
し
た
。

　
１
，チ
ー
ム
の
た
め
に
貢
献
す
る
大
切
さ

　
２
，メ
ン
バ
ー
同
士
が
苦
楽
を
共
に
す
る
尊
さ

　
３
，青
春
を
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
賭
け
る
尊
さ

　
な
ど
を
、責
任
と
い
う
言
葉
で
追
求
し
て
い

た
の
で
す
。

　
目
標
で
あ
っ
た
古
川
学
園
に
は
、一
歩
及
ば

な
か
っ
た
も
の
の
、挑
戦
し
て
得
た
財
産
は
、

き
っ
と
い
つ
ま
で
も
残
る
で
し
ょ
う
。

　
先
日
あ
る
コ
ー
チ
か
ら
、「
東
北
大
会
で
の
尚

絅
の
リ
ベ
ロ
は
凄
か
っ
た
。ど
の
コ
ー
ス
で
も

１
人
で
拾
っ
て
あ
げ
て
ス
キ
が
な
か
っ
た
。」と

絶
賛
し
て
く
れ
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
最
後
の
祝
勝
会
で
、尚
絅
学
院
の
理
事
長
さ

ん
に「
尚
絅
の
プ
ラ
イ
ド
を
見
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。」と
い
う
言
葉
が
今
で
も
鮮
明
に
心
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

コ
ー
チ
ン
グ
キ
ャ
ラ
バ
ン
派
遣
コ
ー
チ

利か

が

ぶ部
陽
子
よ
り

　
昨
年
の
夏
休
み
か

ら
半
年
余
り
、元
全
日

本
メ
ン
バ
ー
で
メ
ダ

リ
ス
ト
の
利
部
陽
子

先
生
か
ら
、ご
指
導
を

受
け
る
機
会
に
恵
ま

れ
ま
し
た
。

　
２
度
の
春
高
バ
レ
ー
挑
戦
、満
を
持
し
て
臨

ん
だ
最
後
の
高
校
総
体
、
と
も
に
セ
ン
タ
ー

コ
ー
ト
で
敗
れ
悔
し
涙
を
飲
み
ま
し
た
が
、私

の
心
の
中
に
は
、大
き
な
も
の
を
残
す
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　「
前
へ
、前
へ
」

　
高
い
壁
に
挑
む
時
、迷
わ
ず
、怯
ま
ず
、前
へ

進
ん
で
行
く
強
さ
、
こ
れ
こ
そ
が
半
年
間
の

コ
ー
チ
ン
グ
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
利
部
先
生
か
ら
教

え
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
利
部
先
生
、本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
主
将

小
出
加
奈
子
よ
り

こ
れ
か
ら
の
尚
絅
バ
レ
ー

　
バ
レ
ー
界
の
底
上
げ
を
目
指
し
、テ
レ

ビ
を
通
じ
て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
人
気
を

復
活
さ
せ
る「
強
化
・
普
及
双
方
の
意
味

を
含
ん
だ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
広
報
P
R

活
動
」で
、（
財
）日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

会
並
び
に
、全
国
高
等
学
校
体
育
連
盟
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
専
門
部
の
全
面
的
な
協
力

の
も
と
、行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

派
遣
コ
ー
チ

利
部
陽
子

（
か
が
ぶ
よ
う
こ
）さ
ん

元
全
日
本
選
手
　

ロ
ス
五
輪
銅
メ
ダ
リ
ス
ト

　
法
人
主
導
で
推
進

さ
れ
る
高
校
・
大
学
連

携
事
業
の
一
翼
を
、大

学
バ
レ
ー
部
が
担
う
こ

と
に
な
り
、石
垣
恵
理

コ
ー
チ
、部
員
共
々
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
合
同
練
習
を
開
始
し
た

事
を
、今
で
も
は
っ
き
り
と
覚
え
て
お
り
ま
す
。

　
あ
の
時
か
ら
２
年
半
、高
校
生
は
小
出
加
奈
子

主
将
を
中
心
に
よ
く
ま
と
ま
り
、厳
し
い
練
習
に

耐
え
、め
き
め
き
と
実
力
を
つ
け
て
き
ま
し
た
。

　
技
術
の
修
得
は
も
と
よ
り
、精
神
力
の
向
上

に
比
例
し
て
競
技
成
績
が
上
が
っ
て
い
く
様
が

は
っ
き
り
と
認
識
で
き
ま
し
た
。

　
３
年
生
に
と
っ
て
最
後
の
高
校
総
体
は
、準
優

勝
と
い
う
悔
し
い
結
果
に
終
わ
り
ま
し
た
が
、尚

絅
高
校
バ
レ
ー
部
に
は
無
限
の
可
能
性
を
感
じ

ま
す
。

　
必
ず
や
後
輩
達
が
、３
年
生
の
追
い
求
め
た

夢
を
実
現
し
て
く
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。

大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
監
督

小
田
嶋
充
よ
り

M
e

s
s

a
g

e
M

e
s

s
a

g
e

M
e

s
s

a
g

e

初
の
決
勝
進
出
は
、

な
ん
と
、１
年
生
集
団
!?

尚
絅
躍
進
の
始
ま
り
で
す
。

表
現
力
や
強
い
精
神
力
。

笑
顔
の
パ
ワ
ー
を
得
て
。

高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
監
督

小
野
寺
二
男
よ
り

F
N
S
コ
ー
チ
ン
グ
キ
ャ
ラ
バ
ン
と
は
？

9月

4月2006年度
大会成績
2006年度
大会成績
2006年度

9月

4月

高校・大学連携
強化指定部
となる

6月

高校・大学連携
強化指定部
2年目 7月

8月

利部コーチとの
運命の出会い！

6月

2月

第16回東北私立高等学校男
女バレーボール選手権大会 

ベスト８

第17回東北私立高等学校
女子バレーボール選手権大会  

第3位
平成19年度宮城県高等学校
バレーボール新人大会

準優勝
第12回全国私立高等学校
男女バレーボール選手権大会

ベスト16

12月

第57回高校総体
 準優勝

第56回高校総体ベスト８

第39回春の高校バレー
選抜優勝大会宮城県大会

準優勝

第17回宮城県高等学校
バレーボール女子選手権大会

準優勝

1月

第44回東北高等学校
選手権大会バレーボール
競技兼NHK杯大会  

第3位

第38回春の高校バレー
選抜優勝大会宮城県大会 

準優勝

第12回宮城県私立高等学校
バレーボール選手権大会

優勝

4月2008年度
大会成績
2008年度
大会成績
2008年度

6月

4月

高校・大学連携
強化指定部
3年目

2年目2年目 7月

8月8月
コーチングキャラ
バンに選ばれる。



卒 

業 

生 

コ 

ラ 

ム 

は
ば
た
き

ん
な
に「
あ
り
が
と
う
」を
言
っ
て
い

た
だ
け
る
職
業
は
他
に
な
い
と
思
う

の
で
、私
か
ら
も
そ
の「
あ
り
が
と
う
」

に
答
え
ら
れ
る
よ
う
さ
ら
に
力
を
つ

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　
尚
絅
の
高
校
３
年
間
は
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、毎
日
練
習
に

明
け
暮
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
時
に
学

ん
だ
上
下
関
係
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

大
切
さ
、Ｏ
Ｌ
時
代
の
人
と
の
接
し
方

な
ど
の
経
験
が
今
も
生
き
て
い
る
と

思
い
ま
す
。や
り
た
い
と
思
う
事
は
、

い
つ
か
ら
で
も
遅
い
と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。わ
た
し
も
24
歳
で
看
護

師
を
目
指
し
て
今
が
あ
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
も
行
動
を
起
こ
し
、あ
き
ら
め

ず
に
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
ね
！
き
っ

と
そ
の
一
歩
が
、心
の
扉
を
あ
け
る
と

信
じ
て
お
り
ま
す
。
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ア
ヤ
メ
を
見
に
多
賀
城
跡
に
い
っ
た
際
、

年
配
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
達
が
熱
心
に

観
光
客
に
遺
跡
説
明
を
し
て
い
る
の
を
見

か
け
た
。小
脇
に
抱
え
た
分
厚
い
フ
ァ
イ
ル

に
勉
学
へ
の
熱
意
を
感
じ
た
。

　
大
学
生
時
代
の
話
に
な
る
が
当
時
人
気

の
日
本
古
代
史
ゼ
ミ
に
在
籍
で
き
た
も
の

の
、興
味
の
あ
っ
た
柿
本
人
麻
呂
で
の
卒
論

は
難
し
い
と
教
官
に
告
げ
ら
れ
、実
家
の
近

所
に
郡
山
遺
跡
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で
東

北
古
代
史
″
城
柵
と
エ
ミ
シ“
を
テ
ー
マ
に

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。数
年
前
旧
石
器
捏
造
で

問
題
と
な
っ
た
宮
城
県
は
、古
く
か
ら
考
古

学
研
究
が
盛
ん
で
あ
る
が
、古
代
史
の
文
献

研
究
は
史
料
、研
究
実
績
が
多
く
な
く
、肝

心
の
郡
山
遺
跡
に
い
た
っ
て
は
文
献
史
料

に
登
場
す
ら
し
な
い
。教
官
か
ら
叱
咤
激
励

さ
れ
、様
々
な
分
野
の
史
料
研
究
や
考
古
学

研
究
の
論
文
な
ど
沢
山
読
破
検
討
す
る
中

で
、少
な
い
実
存
史
料
か
ら
細
か
な
視
点
で

ア
プ
ロ
ー
チ
し
考
察
し
て
い
く
、そ
の
発
想

力
や
洞
察
力
に
感
銘
を
受
け
た
。ま
た
発
掘

の
ア
ル
バ
イ
ト
の
チ
ャ
ン
ス
も
い
た
だ
い

た
。真
夏
の
肉
体
労
働
は
大
変
だ
っ
た
が
、

古
代
瓦
や
土
器
に
触
れ
、調
査
員
の
先
生
か

ら
も
様
々
な
こ
と
を
学
ん
だ
。現
在
地
底
の

森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
な
っ
た
発
掘
現
場
で
、

試
掘
さ
れ
た
深
い
ト
レ
ン
チ
か
ら
一
面
エ

メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
地
層
面
と
無
数
の

埋
も
れ
木
が
出
て
き
た
時
の
驚
き
と
興
奮

は
い
ま
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　
さ
て
苦
労
の
末
書
上
げ
た
卒
論
だ
が
、着

眼
点
だ
け
は
褒
め
て
い
た
だ
い
た
。ま
た
勉

学
と
は
単
な
る
知
識
の
詰
め
込
み
で
は
な

く
自
分
の
力
で
真
実
を
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
調
べ
上
げ
て
い
く
、わ
か
ら
な
か
っ
た
も

の
が
だ
ん
だ
ん
と
わ
か
っ
て
い
き
、つ
な
が

ら
な
い
も
の
が
つ
な
が
っ
て
い
く
推
理
小

説
や
パ
ズ
ル
の
よ
う
な
感
覚
と
歴
史
像
を

つ
く
り
上
げ
て
い
く
楽
し
さ
、そ
の
過
程
や

努
力
は
時
間
が
い
く
ら
か
か
っ
て
も
無
駄

で
は
な
く
必
要
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。今

も
学
ぶ
こ
と
は
や
め
て
い
な
い
が
、い
つ
か

あ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
よ
う
に
、お
役

に
立
て
る
機
会
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
う
次

第
で
あ
る
。

卒論の思い出

大学時代の思い出。
あの時に得た、
とても大事な
教訓を思い出す。

　『
歴
史
の
中
で
、神
の
働
き
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
ら
素
敵
だ
ね
』か
つ
て
ペ
ン
パ
ル
が
手

紙
に
書
い
た
言
葉
が
最
近
、頭
を
過
り
ま
す
。

そ
れ
は
今
、高
3
のV

IS
IO
N

コ
ー
ス
の
担
任

を
し
て
い
る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。国
際
的

な
こ
と
に
関
心
を
持
っ
て
集
ま
っ
た
生
徒
た

ち
を
見
る
と
、外
国
の
こ
と
を
想
う
だ
け
で
心

が
躍
っ
た
自
分
の
高
校
時
代
が
思
い
出
さ
れ

ま
す
。ア
ル
バ
イ
ト
で
貯
金
を
し
、ア
メ
リ
カ

へ
教
会
の
高
校
生
キ
ャ
ン
プ
に
行
っ
た
こ
と
。

ペ
ン
パ
ル
た
ち
に
英
語
で
手
紙
を
書
い
た
こ

と
…
。

　
ア
メ
リ
カ
の
教
会
で
出
会
っ
た
キ
ャ
サ
リ

ン
は
、最
も
心
を
交
わ
せ
た
ペ
ン
パ
ル
で
し
た
。

史
学
科
へ
進
路
が
決
定
し
た
高
3
の
秋
、彼
女

は
あ
の
言
葉
を
手
紙
に
認
め
て
く
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、歴
史
学
は
社
会
科
学
で
あ
り
、大
学

生
の
自
分
に
、目
に
見
え
な
い
神
の
存
在
と
そ

の
働
き
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
大
学
を
卒
業
し
、計
ら
ず
も
大
好
き
な
歴

史
を
教
え
る
立
場
と
な
っ
た
今
、や
っ
と
キ
ャ

サ
リ
ン
を
通
し
て
神
が
語
っ
て
く
れ
た
言
葉

の
意
味
を
理
解
で
き
た
気
が
し
ま
す
。そ
れ

は
、歴
史
の
事
象
の
中
に
神
を
見
出
す
の
で
は

な
く
、歴
史
を
私
の
人
生
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、

全
て
を
導
い
て
下
さ
る
神
の
働
き
を
知
る
こ

と
を
意
図
し
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
目
先
の
こ
と
に
捕
ら
わ
れ
て
し
ま
い
が
ち

な
自
分
が
、人
の
思
い
を
は
る
か
に
超
え
た
神

の
み
旨
を
知
る
時
、神
の
広
く
深
い
愛
を
感
じ

ま
す
。イ
エ
ス
の
十
字
架
の
愛
が
、そ
の
究
極

的
な
証
で
す
。

　
卒
業
後
の
進
路
を
考
え
、先
の
見
え
な
い
不

安
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
な
生
徒
た
ち
に
こ

そ
、希
望
を
持
っ
て
歩
ん
で
ほ
し
い
。そ
う
人

知
を
は
る
か
に
超
え
た
神
に
祈
り
求
め
る
今

日
こ
の
頃
で
す
。

「
天
が
地
を
高
く
超
え
て
い
る
よ
う
に

わ
た
し
の
道
は
、あ
な
た
た
ち
の
道
を

わ
た
し
の
思
い
は
、あ
な
た
た
ち
の
思
い
を
、高
く
超
え
て
い
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ザ
ヤ
書
55
章
９
節

中
高
教
員

白
津
祈
恵
子

　
７
年
前
に
祖
父
が
胃
が
ん
で
入
院

し
た
時
に
、看
護
師
と
い
う
仕
事
の
尊

さ
を
感
じ
た
こ
と
と
、目
の
前
で
苦
し

ん
で
い
る
祖
父
に
対
し
、自
分
の
無
力

さ
を
痛
感
し
ま
し
て
、今
何
か
を
し
な

け
れ
ば
！
と
直
感
で
決
心
し
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　
尚
絅
学
院
の
高
校
・
短
大（
生
活
科

学
科
）卒
業
後
、一
般
企
業
に
Ｏ
Ｌ
と

し
て
３
年
間
勤
務
し
、働
き
な
が
ら
準

看
護
学
校
を
受
験
し
ま
し
て
、現
在
も

勤
務
中
の„
緑
の
里
ク
リ
ニ
ッ
ク“（
岩

沼
）に
働
き
な
が
ら
準
看
護
学
校（
２

年
）高
等
看
護
専
門
学
校（
３
年
）の
５

年
間
勤
務
学
生
を
し
て
正
看
護
師
に

な
り
ま
し
た
。

　
５
年
間
勤
務
し
な
が
ら
の
学
生
生

活
は
大
変
で
し
た
が
、
同
じ
道
を
た

ど
っ
た
先
輩
や
目
標
に
し
た
い
や
さ

し
い
先
輩
が
身
近
に
い
た
こ
と
、院
長

先
生
や
両
親
の
支
え
も
あ
り
が
ん
ば

れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
と
な
っ
て
は
、高
校
卒
業
後
に
す

ぐ
に
看
護
学
校
に
入
る
よ
り
、社
会
経

験
も
し
、５
年
間
働
き
な
が
ら
正
看
護

師
に
な
っ
た
こ
と
が
心
の
準
備
期
間

に
も
な
り
、現
場
に
出
て
も
ギ
ャ
ッ
プ

が
少
な
く
、か
え
っ
て
よ
か
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。今
は
周
り
の
方
々
の
お

力
を
お
か
り
し
な
が
ら
ス
テ
ッ
プ
に

立
て
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
が
、こ
の

こ
と
は
、私
の
大
き
な
自
信
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、何
を
求
め
ら
れ
て
い

る
の
か
自
分
か
ら
気
づ
き
、責
任
あ
る

仕
事
を
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
す
。仕
事
を
し
て
い
て
、こ

な
ぜ
看
護
師
に
な
ろ
う
と

思
い
ま
し
た
か
？

遠回りに思えて、
大事な心の
準備期間だった
5年間が自信を
くれました。

ど
の
よ
う
に
し
て

看
護
師
に
な
り
ま
し
た
か
？

緑
の
里
ク
リ
ニ
ッ
ク(

岩
沼
）看
護
師

鈴
木
静
香
さ
ん

１
９
９
７
年 

尚
絅
学
院
高
等
学
校

　
　
　
　
　
１
９
９
９
年 

尚
絅
学
院
短
期
大
学
生
活
科
学
科
卒
業 

Shizuka Suzuki

Vol.3

尚絅学院高等学校在学中は、3年間バス
ケットボール部に所属活躍。
尚絅学院女子短期大学部生活科学科・生
活科学専攻被服科学コース入学・卒業。
3年間のＯＬ後、準看護学校、高等看護学
校へて今春、正看護師としてはばたく。

子
羊
か
ら
の

一
通
の
手
紙

003

看
護
師
に
な
る
と
い
う
目
標

を
叶
え
た
こ
と
に
つ
い
て

遠回りに思えて、
大事な心の
準備期間だった
5年間が自信を
くれました。

ある日の
鈴木静香

さんを追
う！

TIME SCHEDULE

6:30 起床

7:00

7:30

7:45

8:30

病院着

（患者さん
の状態に関

する

情報収集など）

夜勤者からの申し送
り

打ち合わせ

勤務（入院病棟勤務）

検査の介助や状態観察

その他

11:30

出勤

昼食・休
憩

12:30 午後の勤務

食事の介助

午後の検温

運動の介助など

その他

17:30 勤務終了

帰宅

朝食

第
3
回

夢
を
追
う
尚
絅
生
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を

し
ら
　
　
つ
　
　
　
き
　
　
え
　
　
　
こ



各
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ

情
報
掲
示
板

エ
ラ
・
オ
ー
・
パ
ト
リ
ッ
ク
と
の
、し
ば
し
の
お
別
れ
。

暑
い
中
で
の
ス
ポ
ー
ツ
や
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
終
え
、

季
節
は
秋
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
今
年
の
夏
、ど
ん
な
思
い
出
を
作
り
ま
し
た
か
？

SHOKEI   vol.461   06 07   SHOKEI   vol.461

　
６
月
上
旬
に
行
わ
れ
た
高
総
体
で
は
、ど
の
競
技
で
も
素
晴
ら
し

い
試
合
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。真
剣
に
プ
レ
ー
す
る
姿
は
、

応
援
す
る
全
校
生
徒
を
競
技
に
引
き
込
み
、そ
し
て
感
動
さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。自
分
の
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
た
選
手
も
、悔
し
い
思

い
を
し
た
選
手
も
、こ
の
大
会
が
こ
れ
か
ら
先
の
試
合
、来
年
の
高

総
体
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
６
月
14
日（
土
）・
18
日(

水
）の
両
日
、７

月
よ
り
解
体
の
Ｅ
・
Ｏ
・
パ
ト
リ
ッ
ク
ホ
ー

ム
の
一
般
公
開
が
行
わ
れ
ま
し
た
。1
1
2

年
分
の
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
建
物
だ
け

に
、1
0
0
名
を
超
え
る
方
が
見
学
に
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。卒
業
生
・
在
校
生
、

音
楽
を
習
わ
れ
た
方
、近
隣
の
方
、文
化
財

関
係
者
や
写
真
家
の
方
。多
く
の
方
が
訪

れ
た
こ
の
風
景
を
、パ
ト
リ
ッ
ク
氏
や
ブ

ゼ
ル
先
生
た
ち
も
天
国
か
ら
ご
覧
に
な
ら

れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。名
取
に

復
元
後
も

多
く
の
方

が
来
館
し
、

よ
り
多
く

の
思
い
出

を
育
む
、そ

ん
な
建
物

に
な
れ
ば

と
心
か
ら

思
い
ま
す
。

（
法
人
事
務

局
　
佐
々
木

真
也
）

　
こ
の
４
月
に
新
た

に
大
学
・
短
期
大
学

部
の
学
長
に
就
任
さ

れ
た
佐
々
木
公
明

先
生
の
学
長
就
任

披
露
式
が
、
６
月
10

日（
火
）仙
台
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。当
日
は
約

2
0
0
名
の
方
々
が
新
学
長
の
就
任
を
祝

い
、お
集
ま
り
下
さ
い
ま
し
た
。

　
聖
書
朗
読
と
祈
祷
、加
藤
正
名
理
事
長

の
挨
拶
の
後
、佐
々
木
学
長
よ
り『「
か
ら

し
種
」を
蒔
く
教
育
の
実
践
』と
題
し
て
、

就
任
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
が
あ
り
、建
学

の
精
神
に
基
づ
く
新
た
な
大
学
づ
く
り
の

中
で
、「
人
材
育
成
」を
大
学
の
使
命
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
の
抱
負
が
語

ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、式
の
中
で
は
、東
北

学
院
大
学
学
長
の
星
宮
望
氏
・
東
北
大
学

総
長
の
井
上
明
久
氏
か
ら
、こ
れ
か
ら
の

尚
絅
学
院
大
学
に
対
す
る
期
待
の
お
言
葉

を
頂
戴
し
、ピ
ア
ノ
や
チ
ェ
ロ
、テ
ノ
ー
ル

独
唱
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
も
行

わ
れ
、終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
会
と
な

り
ま
し
た
。（
法
人
事
務
局
　
小
島
里
美
）

割
の
責
任
を
持
ち
、子
ど
も
た
ち
同
士
、

協
力
し
合
い
な
が
ら
頑
張
っ
た
お
泊
ま
り

会
に
な
り
、ち
ょ
っ
ぴ
り
大
人
に
な
っ
て

帰
っ
て
き
ま
し
た
。最
後
に
所
の
先
生
方

か
ら
、「
今
ま
で
自
然
の
家
に
来
た
中
で
、

一
番
歌
が
上
手
で
し
た
」と
嬉
し
い
言
葉

も
頂
き
ま
し
た
。

（
幼
稚
園
教
員
　
川
田
祐
子
）

　
６
月
12
日

（
木
）、年
長
組

は
„
あ
り
の

ま
ま
舎“
に

訪
問
し
、コ
ン

サ
ー
ト
を
開

き
ま
し
た
。元

園
長
鶴
間
順

子
先
生
の
時

か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
訪
問

コ
ン
サ
ー
ト

は
、
今
回
で

約
７
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
会
場
に
響
く
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な

歌
声
を
聴
い
て
、感
動
の
涙
を
流
さ
れ
て

い
る
方
々
が
い
ま
し
た
。ま
た
、自
分
の
部

屋
の
中
を
見
せ
て
下
さ
っ
た
方
、「
あ
り
が

と
う
」の
一
言
を
一
生
懸
命
に
言
っ
て
下

さ
っ
た
方
、子
ど
も
た
ち
が
手
渡
し
た
折

り
紙
で
作
っ
た
花
を
、一
生
懸
命
に
握
り

し
め
よ
う
と
し
て
下
さ
っ
た
方
等
も
い
ま

し
た
。

　
優
し
さ
い
っ
ぱ
い
の
ふ
れ
あ
い
コ
ン

サ
ー
ト
に
な
り
、子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

本
当
に
良
い
経
験
が
出
来
ま
し
た
。

　
握
手
し
た
温
か
い
手
の
ぬ
く
も
り
が
忘

れ
ら
れ
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
で
す
。

（
幼
稚
園
教
員
　
坂
本
由
佳
里
）

　
７
月
16
日（
水
）〜
17
日（
木
）と
蔵
王
自

然
の
家
に
お
泊
ま
り
会
に
行
っ
て
来
ま
し

た
。子
ど
も
た
ち
は
こ
の
日
の
た
め
に
、一

つ
ひ
と
つ
の
活
動
を
相
談
し
合
っ
て
き
ま

し
た
。そ
の
中
で
も
メ
イ
ン
と
な
る
活
動

が
３
つ
。ニ
ジ
マ
ス
つ
か
み
、探
検
、キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
す
。ニ
ジ
マ
ス
つ
か

み
は
幼
稚
園
で
も
初
め
て
行
う
活
動
で
し

た
。裸
足
に
な
り
、泳
い
で
い
る
魚
を
素
手

で
捕
ま
え
る
こ
と
は
な
か
な
か
う
ま
く
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、魚
の
感
触
や
捕
ま

え
る
難
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
も
楽
し
さ
の

一
つ
で
し
た
。今
ま
で
側
で
泳
い
で
い
た

魚
が
自
分
た
ち
の
お
腹
の
中
に
入
る
と
い

う
こ
と
で
、ニ
ジ
マ
ス
の
命
を
頂
く
こ
と

に
も
感
謝
し
ま
し
た
。

　
探
検
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
は
５
年

ぶ
り
の
天
気
に
恵

ま
れ
た
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
気
持

ち
も
晴
れ
や
か
に

楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
一
人

ひ
と
り
が
係
の
役

　「
へ
ぇ
…
尚
絅
に
も
バ
ド
部
あ
る
ん

だ
？
」私
の
通
う
教
会
に
集
う
他
校
の
中

学
生
の
一
言
だ
っ
た
。言
わ
れ
て
み
る
と
、

尚
絅
高
校
の
文
化
・
運
動
部
の
活
躍
は
周

知
の
こ
と
だ
が
、こ
と
中
学
校
の
部
活
動

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。と

か
く
小
規
模
の
中
学
校
の
た
め
か
私
自

身
、ど
う
し
て
も
部
活
動
は
こ
じ
ん
ま
り

と
し
て
し
ま
う
と
感
じ
て
い
た
。さ
ら
に
正

直
、私
の
よ
う
な
ド
素
人
の
顧
問
に
な
っ
て

ど
れ
く
ら
い
生
徒
た
ち
に
迷
惑
を
か
け
た

の
だ
ろ
う
と
日
々
考
え
込
ん
で
い
た
。

　
が
、し
か
し
、が
、し
か
し
で
あ
る
。さ
る

６
月
14
日(

土
）・
15
日(

日
）に
行
わ
れ
た

中
総
体
で
彼
女
た
ち
は
し
っ
か
り
と
成
長

し
た
姿
を
見
せ
て
く
れ
た
。団
体
戦
で
対

戦
し
た
台
原
中
学
校
は
、部
員
数
50
名
以

上
の
強
豪
校
で
あ
る
。い
つ
も
通
り
萎
縮

し
て
、あ
っ
と
い
う
間
に
試
合
が
終
わ
っ

て
し
ま
う
の
で
は
?
と
、ど
こ
か
で
考
え

て
い
た
。し
か
し
部
員
た
ち
は
一
歩
も
引

か
ず
堂
々
と
し
た
戦
い
を
見
せ
て
く
れ

た
。ミ
ス
を
し
て
も
引
き
ず
ら
ず
、自
分
た

ち
で
修
正
し
ゲ
ー
ム
に
臨
む
。こ
れ
ま
で

常
に
課
題
と
し
て
克
服
さ
れ
な
か
っ
た
と

こ
ろ
を
し
っ
か
り
と
こ
な
せ
て
い
る
。後

方
か
ら
部
員
た
ち
の
活
躍
を
見
て
い
て
、

大
き
な
成
長
を
と
て
も
強
く
感
じ
た
。そ

ん
な
先
輩
の
背
中
を
見
て
１
・
２
年
生
も

よ
く
つ
い
て
き
た
。ゲ
ー
ム
自
体
は
あ
と

１
点
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
相
手
校
を
追
い

詰
め
た
が
、惜
し
く
も
敗
れ
て
し
ま
っ
た
。

「
こ
ん
な
経
験
滅
多
に
で
き
る
も
の
じ
ゃ

な
い
。こ
こ
ま
で
や
れ
た
ん
だ
か
ら
、こ
れ

か
ら
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、君
た
ち

は
も
っ
と
大
き
く
成
長
で
き
る
。」今
回
の

中
総
体
は
そ
う
胸
を
張
っ
て
声
を
か
け

て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
、そ
ん
な
大
会

だ
っ
た
気
が
す
る
。優
果
、和
紗
、美
咲
、は

る
か
、瞳
、３
年
生
は
長
い
間
お
疲
れ
様
。

よ
く
頑
張
っ
た
ね
。

（
中
高
教
員
　
平
澤
和
昭
）

中
学
校

成
長
し
た
姿
を
み
せ
て
く
れ
ま
し
た
！

中
総
体
を
終
え
て

　
　  

中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

高
校
総
体

高
等
学
校

お
ひ
さ
ま
の
下
、色
ん
な
こ
と
を
し
た
ね
！

お
泊
ま
り
会

幼
稚
園

一
生
懸
命
歌
い
ま
し
た
！

あ
り
の
ま
ま
舎

コ
ン
サ
ー
ト

法
人
事
務
局

学
長
就
任
披
露
式

エ
ラ
・
オ
ー
・

パ
ト
リ
ッ
ク
ホ
ー
ム

「
一
般
公
開
」

そ
の
他
の
行
事
報
告

（
幼
稚
園
で
行
わ
れ
た
そ
の
他
の
行
事
で
す
）

避難訓練
6月9日(月）

大学にて梅の実取り
6月16日(月）

すいかわり
7月15日(火）

各
競
技
も
精
一
杯
頑
張
り
ま
し
た
！

バドミントン部

第3位
東北大会出場

バスケットボール部

第4位

弓道部
決勝リーグ
進出

サッカー部
３回戦進出

バレーボール部

準優勝
東北大会出場

ソフトボール部
2回戦進出

ソフトテニス部
2回戦進出



各
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ

情
報
掲
示
板

　
午
前
の
部
は
、在
校
生
齋
藤
ル
ツ
子
さ

ん
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
演
奏
で
参
加
者

を
お
迎
え
し
て
、合
唱
部
よ
り
素
晴
ら
し

い
歌
声
を
披

露
し
て
も
ら

い
、男
子
生
徒

を
加
え
た
司

会
者
３
人
で

プ
ロ
グ
ラ
ム

が
開
始
し
ま

し
た
。は
じ
め

に
校
長
先
生

か
ら「
尚
絅
学

院
に
つ
い
て
」

創
立
の
由
来
、

コ
ー
ス
説
明

　
モ
ン
タ
ナ
州
ミ
ズ
ー
ラ
ー
と
い
う
美
し

い
街
で
、英
語
研
修
を
開
始
し
て
15
年
の

歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。モ
ン
タ
ナ
大
学
の

快
適
な
施
設
を
自
由
に
使
い
、英
語
だ
け

が
飛
び
交
う
解
放
的
、且
つ
安
全
な
キ
ャ

ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
体
験
で
き
た
生
徒
は
、

こ
の
15
年
間
で
4
0
0
名
以
上
に
達
し
て

い
ま
す
。こ
の
節
目
の
年
に
リ
ッ
ク
先
生

と
共
に
21
名
の
生
徒
を
引
率
し
、こ
れ
ま

で
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
温
か
く
支
え
続
け

　　
５
月
23
日（
金
）、学
内
の
先
生
方
と
私

達
学
生
会
と
で
ゆ
り
が
丘
町
内
の
ご
み
拾

い
を
行
い
ま
し
た
。尚
絅
学
院
大
学
の
バ

ス
停
周
辺
か
ら
、海
が
見
え
る
丘
公
園
ま

で
の
道
を
、先
生
と
学
生
会
が
混
ざ
っ
て

グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で
ゴ
ミ
の
回
収
に
当
た

り
ま
し
た
。

　
ご
み
の
種
類
と
し
て
は
、お
菓
子
の
包

み
紙
な
ど
小
さ
い
物
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た

が
、ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
乗
り
越
え
な
け
れ

ば
見
え
な
い
場
所
や
、公
園
の
砂
場
の
砂

に
埋
ま
っ
て
い
た
り
と
、拾
い
づ
ら
い
箇

所
が
幾
つ
か
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、タ
バ
コ

の
吸
い
殻
が
多
く
、一
ヵ
所
に
た
く
さ
ん

捨
て
ら
れ
て
い
る
の
を
発
見
し
た
と
き
は

非
常
に
遺
憾
に
思
い
ま
し
た
。中
に
は
壊

れ
た
傘
の
放
置
、車
の
バ
ッ
テ
リ
ー
が
捨

て
て
あ
り
、子
ど
も
達
が
遊
ぶ
際
に
怪
我

を
負
い
か
ね
な
い
物
ま
で
あ
り
ま
し
た
。

　
美
し
く
整
え
ら
れ
た
ゆ
り
が
丘
町
内
の

外
観
を
損
な
わ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、子
ど
も
達
が
安
全
に
遊
べ
る
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
参
加
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

（
学
生
会
副
会
長
　
金
野
有
実
）

　　
去
る
６
月
２
日(

月
）元
国
際
飢
餓
対
策

機
構
の
現
地
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、カ
ン
ボ
ジ

ア
で
活
動
を
し
て
お
ら
れ
た
浜
名
基
弘
・
マ

リ
ヤ
夫
妻
を
お
招
き
し
、「
隣
人
を
見
つ
め

る

：

カ
ン
ボ
ジ
ア
と
の
出
会
い
」と
い
う
主

題
の
も
と
、特
別
礼
拝
が
ゆ
り
が
丘
キ
ャ
ン

パ
ス
で
も
た
れ
た
。会
場
の
関
係
で
、5
E

と
多
目
的
ホ
ー
ル
に
別
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
お

話
し
を
し
て
い
た
だ
い
た
が
、教
職
員
と
１

年
生
を
中
心
に
会
場
は
ほ
ぼ
満
席
と
な
っ

た
。

　
尚
絅
学
院
大
学
宗
教
部
で
は
、前
期
の

礼
拝
を
４
期
に
分
け
、自
分
を
見
つ
め
る
こ

と
、隣
人
を
み
つ
め
る
こ
と
、分
か
ち
合
う

生
き
方
を
見
つ
け
る
こ
と
、世
界（
地
球
環

境
）を
見
つ
め
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
、学
院

な
姿
を
見
て
頂
く
良
い
機
会
に
も
な
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。午
後
に
行
っ

た
宝
探
し
は
、今
年
度
の
新
た
な
取
り
組

み
で
あ
り
、開
催
に
あ
た
り
不
安
な
点
も

多
々
あ
り
ま
し
た
が
、代
議
委
員
の
学
生

の
協
力
も
あ
り
最
後
ま
で
競
技
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
体
育
大
会
は
、２
０
０
８
年
度
学
生
会

常
任
委
員
で
行
う
初
め
て
の
企
画
で
す
。

「
全
員
企
画
」を
目
標
に
体
育
大
会
ま
で
活

動
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。全
員
で
企
画
・

運
営
し
、無
事
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、

嬉
し
く
思
い
ま
す
。体
育
大
会
開
催
に
あ

た
り
ご
協
力
頂
い
た
学
生
生
活
課
方
々
、

先
生
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。来
年
度

の
体
育
大
会
も
よ
り
良
い
も
の
と
な
る
よ

う
、常
任
委
員
会
一
同
努
力
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
学
生
会
総
務
　
菊
地
亜
美
）

　
７
月
18
日（
金
）、平
和
祈
願
礼
拝
が
行
わ

れ
ま
し
た
。今
年
も
、「
平
和
七
夕
」（
仙
台
七

夕
の
初
日
は「
広
島
原
爆
被
災
の
日
」で
あ

る
事
か
ら
、仙
台
市
民
有
志
に
よ
っ
て
行
わ

れ
て
い
る
平
和
運
動
）に
参
加
し
、生
徒
達

が
製
作
し
た
折
鶴
の
チ
ェ
ー
ン
を
礼
拝
堂

に
飾
っ
て
の
礼
拝
で
し
た
。礼
拝
で
は
、平

和
七
夕
に
も
初
回
か
ら
関
わ
り
、各
地
で
平

和
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
さ
れ
て
い
る
、川
端

純
四
郎
氏
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た
。

終
戦
時
、仙
台
に
滞
在
さ
れ
て
い
た
川
端

氏
は
、ご
本
人
の
経
験
を
交
え
、そ
の
時
の

様
子
や
考
え
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。礼
拝
で
賛
美
し
た
、讃
美

歌
３
６
９
番（
讃
美
歌
21
）の
歌
詞
に
あ
る

よ
う
に
、主
イ
エ
ス
に
あ
っ
て
、「
憎
い
敵
さ

え
、愛
す
る
友
に
」す
る
事
の
大
切
さ
を
改

め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
、祈
り
求
め
る
礼
拝
で

し
た
。（
中
高
教
員
　
佐
藤
洋
晴
）

　
６
月
28
日(

土
）、尚
絅
学
院
大
学
内
に

お
い
て
学
生
会
主
催
体
育
大
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。雲
空
が
続
く
梅
雨
の
最
中
、

開
催
日
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
体
育
大

会
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
午
前
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、午
後

宝
探
し
の
２
種
目
の
競
技
を
行
い
ま
し

た
。学
生
は
学
年
・
学
科
を
問
わ
ず
男
女
別

５
人
１
チ
ー
ム
で
エ
ン
ト
リ
ー
し
、優
勝

を
目
指
し
真
剣
に
競
技
に
参
加
し
て
い
ま

し
た
。

　
学
内
で
ミ
ニ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
試
合
中
、数
人
の
高
校
生
と
保

護
者
の
方
が
見
学
に
訪
れ
、学
生
の
活
発
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大
学
・
短
期
大
学

学
生
会
の
近
隣

ご
み
拾
い
の
取
組
み

ゆ
り
が
丘
を
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
！

内
外
の
先
生
方
の

お
話
し
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
い
た
。こ

の
特
別
礼
拝
は
ア

ジ
ア
の
隣
人
に
目

を
向
け
、現
地
で
実

際
に
共
に
働
か
れ

た
両
先
生
に
お
話

し
を
伺
う
大
変
良

い
機
会
と
な
っ
た
。

以
下
、多
目
的
ホ
ー

ル
で
持
た
れ
た
礼

拝
に
つ
い
て
ご
く

短
く
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
浜
名
基
弘
先
生
は
、馴
染
み
の
な
い
カ
ン

ボ
ジ
ア
現
地
の
様
子
を
地
図
や
画
像
を
用

い
て
見
せ
て
下
さ
り
、現
地
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
働
い
て
い
た
頃
の
苦
労
や
喜
び
、近
年
の

バ
ブ
ル
経
済
に
よ
る
都
市
の
変
わ
り
様
や

農
村
と
の
格
差
、開
発
に
伴
っ
て
は
び
こ
る

腐
敗
な
ど
に
つ
い
て
ひ
と
し
き
り
語
ら
れ

た
後
、新
約
聖
書
の
ザ
ア
カ
イ
と
イ
エ
ス
と

の
出
会
い
の
物
語
を
引
か
れ
た
。

　
権
益
を
握
っ
て
い
る
人
が
変
え
ら
れ
る

こ
と
で
地
域
が
変
わ
り
、国
自
体
が
変
わ
っ

て
い
く
と
い
う
の
は
今
も
変
わ
ら
な
い
こ

と
を
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
見
て
き
た
こ
と
、そ
し

て
一
人
一
人
が
変
わ
る
こ
と
で
、地
域
が
変

わ
り
、国
そ
し
て
世
界
が
変
わ
っ
て
い
く
、

と
い
う
イ
エ
ス
が
語
ら
れ
た
神
の
国（
＝
神

の
支
配
）の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
豊
か
さ
と
そ
の

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
つ
い
て
淡
々
と
語
ら
れ

た
。先
生
方
の
お
話
の
要
約
と
学
生
た
ち
の

応
答
は
、近
日
中
に
印
刷
物
と
し
て
ま
と
め

ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。

（
大
学
宗
教
部
員
　
今
井
誠
二
）

心
を
込
め
て
幸
せ
を
願
い
ま
し
た

平
和
祈
願
礼
拝

「
隣
人
を
見
つ
め
る

„
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
の
出
会
い“
」

平
和
祈
願
礼
拝

心
の
ふ
る
さ
と
モ
ン
タ
ナ
で
の
15
年
目
の
月
日

夏
季
短
期
留
学

モ
ン
タ
ナ

そ
の
他
の
行
事
報
告

（
中
・
高
で
行
わ
れ
た
そ
の
他
の
行
事
で
す
）

　　
今
年
度
か
ら
男
女
共
学
が
始

ま
っ
た
最
初
の
高
校
オ
ー
プ
ン
ス

ク
ー
ル
は
、７
月
26
日（
土
）高
校

の
礼
拝
堂
を
会
場
と
し
て
開
催
さ

れ
、午
前
の
部
の
特
別
進
学
コ
ー

ス
に
は
、生
徒
70
人
保
護
者
22
人

で
、午
後
の
部
の
総
合
進
学
コ
ー

ス
に
は
、生
徒
１
３
５
人
、保
護
者

50
人
の
計
２
７
７
人
の
方
の
参
加

を
得
ま
し
た
。（
内
10
数
名
男
子
生

徒
さ
ん
）

と
総
進
コ
ー
ス【
文
理
・
男
女
】の
説
明
等
を

話
し
て
頂
き
、続
い
て
、特
別
進
学
コ
ー
ス

の
説
明
で
は
、一
年
の
指
導
経
過
や
模
試
の

成
果
、取
り
組
み
状
況
、ま
た
、新
し
い
男
女

共
学
の【
文
理
】の
説
明
に
続
き
、「
入
試
説

明
」に
つ
い
て
、昨
年
度
の
志
願
者
数
や
入

試
報
告
、ま
た
推
薦
入
試
の
基
準
や
推
薦
者

の
特
典
、さ
ら
に
一
般
入
試
に
関
す
る
事
項

を
説
明
を
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、授
業
体
験
で
希
望
制
に
よ
る

ク
ラ
ス
編
成
を
し
て
、「
入
試
対
策
講
座
、

国
語
と
数
学
」を
提
供
し
ま
し
た
。参
加
者

は「
苦
手
な
教
科
だ
っ
た
け
ど
、と
て
も
丁

寧
で
わ
か
り
や
す
い
授
業
で
し
た
。」と
感

想
を
聞
く
事
が
出
来
ま
し
た
。

（
入
試
広
報
室
長
　
小
林
智
美
雄
）

沢
山
の
方
が
参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た

オ
ー
プ
ン

ス
ク
ー
ル

て
く
れ
た
現
地
関
係
者
に
お
礼
を
述
べ
る

機
会
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
私
に
と
っ
て

幸
い
な
こ
と
で
し
た
。

　
研
修
の
第
一
の
目
的
で
あ
る
英
語
学
習

で
は
、授
業
以
外
に
も
、モ
ン
タ
ナ
大
学
の

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
達
が
お
手
伝
い
に
参

加
し
て
く
れ
ま
し
た
。英
語

学
習
終
了
後
は
、練
り
に
練

ら
れ
た
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
用
意
さ
れ
、寮
に
戻
る

の
が
、夜
10
時
過
ぎ
と
い
う

日
も
多
く
、ア
メ
リ
カ
の
大

自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
、元

気
に
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
に

参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
短
期
留
学
が
き
っ
か

け
と
な
り
海
外
の
大
学
へ
羽

ば
た
い
た
生
徒
も
多
く
、現
在
モ
ン
タ
ナ

大
学
で
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
並
み
の
英
語
を
駆
使

し
、経
済
学
を
学
ん
で
い
る
先
輩
達
の
姿

を
目
の
当
た
り
に
し
、啓
発
さ
れ
た
生
徒

も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
久
し
ぶ
り
の
引
率
で
し
た
が
、ミ
ズ
ー

ラ
ー
の
町
、そ
し
て
モ
ン

タ
ナ
大
学
は
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う

に
、15
年
前
の
姿
そ
の
ま

ま
で
し
た
。変
わ
る
必
要

性
も
な
く
、む
し
ろ
こ
の

ま
ま
で
居
る
こ
と
が
当
然

で
あ
る
と
い
う
、自
信
め

い
た
佇
ま
い
に
圧
倒
さ
れ

る
思
い
で
し
た
。

（
中
高
教
員
　
佐
藤
真
理
）

管弦楽部定期演奏会
7月19日(土）

茶道部定例茶会
7月12日(土）

合唱部定期演奏会
7月12日(土）C

hi
ps

Caramel

大
学
体
育
大
会

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
宝
探
し

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
！
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各
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ

情
報
掲
示
板

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、学
生
会
主
催
の

体
育
大
会
も
同
時
に
開
催
さ
れ
、午
後
か

ら
の
保
護
者
会
全
体
会
に
先
立
ち
、行
事

や
学
内
の
施
設
見
学
、体
験
授
業
な
ど
実

際
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、学
内
の
雰
囲
気

を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
会
場
と
な
っ
た
５
Ｅ
で
午
後
１
時
30
分

か
ら
始
ま
っ
た
全
体
会
に
は
、２
０
０
名

を
超
え
る
ご
父
母
が
集
ま
り
、開
会
と
し

て
、佐
々
木
公
明
学
長
よ
り
挨
拶
と
大
学

の
説
明
、そ
の
後
、山
本
玲
子
進
路
就
職
部

長
よ
り
進
路
活
動
と
支
援
の
取
組
み
に
つ

い
て
、本
学
の
進
路
就
職
指
導
の
説
明
が

行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
在
学
生
を
代
表
し

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

表
現
文
化
学
科 

大
友
里
香
さ
ん
が
サ
ー
ク

ル
活
動
を
通
じ
て
自
身
も
成
長
し
有
意
義

な
学
生
生
活
を
過
ご
し
て
い
る
こ
と
、生

活
環
境
学
科 

加
茂
弘
大
さ
ん
は
学
科
で
取

り
組
ん
で
い
る
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の

積
極
的
な
参
加
や
活
動
な
ど
の
体
験
談
、

保
育
科 

島
影
玲
奈
さ
ん
は
保
育
所
・
施
設

実
習
の
実
体
験
を
通
し
て
自
分
を
見
つ
め

直
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
な
ど
、学
業
や

学
生
生
活
、現
在
の
心
境
な
ど
を
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

同窓会
コーナー

　
今
年
も
ぶ
ど
う
の
会
の
一
員
と
し
て
園

に
訪
問
し
て
賛
美
す
る
こ
と
が
で
き
て
感

謝
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。皆
元
気
で
待
っ
て

い
て
く
れ
る
か
し
ら
と
思
い
つ
つ
施
設
に

入
り
ま
し
た
。今
年
は
オ
カ
リ
ナ（
イ
タ
リ

ア
の
楽
器
）で
南
米
の
明
る
い
リ
ズ
ミ
カ
ル

な
曲
の
演
奏
も
あ
り
、笑
顔
の
人
、う
っ
と

り
聴
く
人
で
楽
し
そ
う
で
し
た
。

　「
茶
摘
み
」の
歌
で
は
手
を
と
り
合
っ
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ば
っ
ち
り

で
し
た
。「
あ
り
が

と
ね
」
の
言
葉
に

私
は「
来
年
も
来

る
か
ら
ね
」
と
握

手
し
て
別
れ
ま
し

た
。（
米
谷
道
子
）

　
8
月
11
日（
月
）同
窓
会
行
事
の
ひ
と
つ
、

ブ
ゼ
ル
先
生
の
墓
前
礼
拝
で
あ
る「
八
三

会
」が
、60
名
の
参
加
の
も
と
行
な
わ
れ
ま

し
た
。今
年
の
礼
拝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
同
窓

生
の
小
野
寺
正
美
さ
ん
で
、「
ブ
ゼ
ル
先
生

の
誕
生
と
そ
の
時
代
」と
い
う
お
題
で
、そ

の
時
代
背
景
や
出
版
に
当
た
っ
た
方
々
の

詳
し
い
お
話
を
さ
れ
、た
く
さ
ん
学
ば
せ
て

頂
き
ま
し
た
。今
年
は
、東
京
か
ら
千
葉
シ

ぶ
ど
う
の
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ン
サ
ー
ト

ン
先
生
の
月
１
回
の

聖
書
講
座
に
参
加
さ

れ
て
い
る
３
名
の
方

が
初
め
て
参
加
さ

れ
、仙
台
の
涼
し
い

風
と
初
め
て
の
墓
前

礼
拝
の
感
動
を
噛
み

締
め
ら
れ
お
帰
り
に

な
り
ま
し
た
。

（
三
浦
律
子
）

「
特
養
老
人
ホ
ー
ム

„
シ
オ
ン
の
園“
訪
問
」の
報
告

尚絅学院大学エクステンションセンター講座のお知らせ

語学から、スポーツ、絵画まで豊富に揃っています！
2008後期 オープンカレッジ

感性アート入門講座
（絵画の楽しみと技法)

●受講料：1期10回 10,000円
●定員：20名
●講師：保坂遊(聖和短大講師、臨床美術士）
●開講場所：尚絅学院大学ゆりが丘
キャンパス

尚絅学院大学2008
みやぎ県民大学開放講座 受講生募集
第１回  10月20日(月) キーワードは｢愛｣～この世にいらない子どもは一人もいない

第２回  10月27日(月)「自己の受容」とは？～子ども嫌いは自分嫌い：精神医学と教育学との二人三脚アプローチ～

第３回  11月14日(金) 引き継がれる命～赤ちゃんから学ぶリズムとコミュニケーション

第４回  11月17日(月) 大人から子どもへのメッセージ～大人の自己再発見：説得力をもつ大人の生き生きとした姿～

●受講料：無料　●会場：JR名取駅プラザホール　●時間：午後２時～４時

2008 年度尚絅学院大学特別講演会
－地域と取り組む次世代教育－
公開講座 未来学 （動物行動学から見た人間未来への提言①②③）
① 10月25日(土) 10時30分～
     「動物の家族～“家族”を構成するオスとメスとは？～」

② 11月8日(土) 10時30分～
    「“家族”の誕生～男が父親になった訳～」
③ 12月6日(土)10時30分～
    「家族像の変貌～“家族”の崩壊と再生に向けて～ 」

大人学（老年学を含む）
① 10月25日(土) 13時30分～　
     「こころの働きについて知ってほしいこと～ストレスとの付き合い上手になるために～」

② 11月8日(土) 13時30分～
     「大人の悩み・病める心～鬱病に関して～」

③ 12月6日(土) 13時30分～
    「“爽やかな人づきあい”で“自分らくし生きる”～アサーションのすすめ～」

講座受講お申込みは、氏名・住所・電話番号・受講希望講座
名を明記のうえFAX・郵便・Mail・電話等で尚絅学院大学エク
ステンションセンターまでご連絡ください。

○受付開始：2008年8月21日(木)～(先着順)
○連絡先：尚絅学院大学エクステンションセンター
   〒981-1295　名取市ゆりが丘４－１０－１
○電話：022‐381‐3315    FAX：022‐381‐3325    
○Mail：extension@shokei.ac.jp

講座受講
お申込み問合せに

ついて

※受付後にセンターから受講料振込用紙等をお送りいたしますので、指定の期日までに払込み
等の手続きをお願いいたします。

※その他：受講希望者が一定数に満たない場合、講座を中止することがあります。

　　
去
る
８
月
２
日（
土
）、2
0
0
8
年
度
、

尚
絅
学
院
大
学
、同
女
子
短
期
大
学
部
の

「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス in

 su
m
m
e
r

」

を
実
施
し
ま
し
た
。今
年
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
は
、６
月
28
日（
土
）、７
月
12
日

（
土
）の
ミ
ニ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
続

い
て
３
回
目
で
、さ
ら
に
９
月
27
日（
土
）に

も
ミ
ニ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
実
施
し

ま
す
。

　
高
校
生
に
各
学
科
の
教
育
内
容
や
魅
力

約
1,
5
0
0
名
の
方
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス

を
十
分
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

各
学
科
に
は
学
生
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
参
加
型

の
充
実
し
た
体
験
学
習
を
企
画
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。特
に
、学
生
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

に
は
、体
験
学
習
に
も
参
加
し
て
高
校
生
と

の
接
点
と
な
っ
て
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
参
加
者
数
は
６
月
28
日（
土
）に
2
5
0

名
、７
月
12
日（
土
）に
1
8
0
名
、８
月
２

日（
土
）に
約
1,
0
0
0
名
で
し
た
。オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
の
参
加
者
の
延
べ

人
数
は
約
1,
5
0
0
名
に
な
り
ま
す
。今

年
は
、設
置
２
年
目
の
、現
代
社
会
、表
現
文

化
、生
活
環
境
の
３
学
科
の
体
験
学
習
会
場

に
も
多
く
の
参
加
者
が
あ
り
、３
学
科
の
イ

メ
ー
ジ
が
高
校
生
に
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る

と
い
う
印
象
を
強
く
受
け
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
高
校
生
の
満
足
度
は
概
ね
高

い
も
の
で
し
た
。学
生
や
教
員
の
熱
心
な
対

応
が
よ
か
っ
た
と
い
う
感
想
や
大
学
の
立

地
環
境
が
す
ば
ら
し
い
と
い
う
感
想
も
多

く
、大
学
の
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
を
Ｐ
Ｒ
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

（
入
募
入
試
部
長
　
大
下
健
幸
）

　　
大
学
・
女
子
短
期
大
学
部
で
初
の
試
み

と
な
る
保
護
者
会
が
、６
月
28
日（
土
）梅

雨
の
合
間
の
晴
れ
渡
っ
た
天
気
の
な
か
開

催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
高
校
生
向
け
の

　
全
体
会
終
了
後
、引
き
続
き
学
科
懇
談

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。教
員
、ご
父
母
の

自
己
紹
介
か
ら
始
ま
り
、学
科
の
概
要
や

今
後
の
授
業
展
開
の
ほ
か
、学
業
や
就
職

な
ど
の
個
別
相
談
な
ど
、16
時
過
ぎ
ま
で

ご
父
母
と
の
熱
心
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　
初
の
試
み
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、ご
参

加
い
た
だ
い
た
ご
父
母
の
皆
様
に
、学
校

の
取
組
み
な
ど
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

く
機
会
と
し
て
、次
年
度
以
降
も
工
夫
を

凝
ら
し
て
、実
り
あ
る
会
へ
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。今
回
ご
都
合
等
で

参
加
い
た
だ
け
な
か
っ
た
方
に
つ
き
ま
し

て
も
、次
回
是
非
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、あ
ら
た
め
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
総
務
課
　
佐
藤
光
一
）

保
護
者
の
方
々
の
熱
心
さ
が
伝
わ
っ
て
来
ま
し
た

保
護
者
会
・

学
科
懇
談
会

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　
今
年
度
、エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
は

「
地
域
と
取
り
組
む
次
世
代
教
育
」と
い
う
テ
ー

マ
の
も
と
に
公
開
講
座
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
。す
で
に
５
月
４
日(

日
）に
は

「
ス
ポ
ー
ツ
競
技
者
と
し
て
の
食
事
と
栄
養
」(

早

稲
田
大
学
鈴
木
正
成
教
授)

、７
月
12
日(

土
）に

は
企
業(

東
北
リ
コ
ー
、ユ
ー
メ
デ
ィ
ア)

の
方
を

お
招
き
し
て「
し
ご
と
探
求
セ
ミ
ナ
ー 

環
境
の

し
ご
と
」を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
9
月
27
日（
土)

13
時
〜
16
時
に
は
、若
者
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
と
親
子
関
係
の
支
援
を
目
的

に
、「
親
と
子
で
考
え
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
セ
ミ

ナ
ー
」
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
講
師
に
は
、

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
豊
富
な
経
験

を
持
ち
、著
作
や
講
演
活
動
な
ど
幅
広
く
ご
活

躍
の
小
島
貴
子
氏(

立
教
大
学
大
学
院
准
教
授)

を
お
招
き
し
ま
す
。講
演
と
学
生
と
の
ト
ー
ク

な
ど
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。(

本
学
大
講
義
室)

　
今
後
も
、
次
世
代
の
教
育
に
資
す
る
セ
ミ

ナ
ー
・
講
座
等
を
計
画
い
た
し
ま
す
の
で
、ど
う

ぞ
ご
期
待
下
さ
い
。

地
域
と
取
り
組
む

次
世
代
教
育

英会話講座（中級）
●受講料：1期10回 10,000円
●定員：16名
●講師：アン・トーマス(元尚絅学院大学講師）

●開講場所：JR名取駅構内プラザ
ホール

語学

ハングル講座（入門・初級・中級）
●受講料：1期各12回 12,000円
●定員：各16名
●講師：李善姫(東北文化学園大学大学講師他）　
●開講場所：尚絅学院大学ゆりが丘
キャンパス

語学

健康・スポーツ講座
 (テニスA＆B/入門・初級者対象)
●受講料：1期各12回 9,000円
●定員：各25名前後
●講師：(A)ナスパテニスクラブ、    
　　 (B)太白区テニス協会

●開講場所：尚絅学院大学ゆりが丘
キャンパス内テニスコート

　（雨天時本学体育館）

スポーツ

ジュニアテニス講座
●受講料：1期16回 16,000円
●定員：各20名前後
●講師：学内教員、オープンカレッジ講
師(ナスパジュニアテニスアカデミー) 

●開講場所：ゆりが丘公民館

スポーツ

絵画

身近な文章講座
（エッセーや自分史を書こう）

●受講料：1期10回 10,000円
●定員：15名
●講師：阿部友康(河北新報社元記者、論説委員長）

●開講場所：尚絅学院大学ゆりが丘
キャンパス

文学

俳句講座（ことばの輝きを探る）
●受講料：1期10回 10,000円
●定員：15名
●講師：中村孝史(宮城県現代俳句協会幹事長）

●開講場所：JR名取駅構内プラザ
ホール

文学

異文化理解講座
（ハワイの踊りフラ、文化・歴史）（初心者対象）
●受講料：1期10回 10,000円
●定員：15名前後
●講師：石川眞奈美
　(フラインストラクター、フリーアナウンサー）
●開講場所：尚絅学院大学ゆりが丘
キャンパス

文化

デジタルカメラと
パソコン利用講座
●受講料：1期10回 10,000円
●定員：15名前後
●講師：林友幸(江陽写場カメラマン）
●開講場所：尚絅学院大学ゆりが丘
キャンパス

写真

八
三
会

同窓会支部総会予告

参加ご希望の方は、
同窓会事務局までご連絡下さい。
電話 022-264-5830

支部名 開催予定 支部名 開催予定

10月  4日（土）大　崎

10月11日（土）気仙沼

10月18日（土）山　形

10月25日（土）仙　南

11月  8日（土）石　巻

11月15日（土）東　海

12月  6日（土）関　東

ク
リ
ス
マ
ス
讃
美
礼
拝
・

祝
会
の
ご
案
内

日
　
時
　
12
月
13
日（
土
）

場
　
所
　
広
瀬
校
舎
内

時
　
間
　
12
時
30
分
〜（
受
付
12
時
）…
予
定

説
教
者
　
川
端
純
四
郎
氏

会
　
費
　
5
0
0
円

☆
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

同
窓
会
本
部
役
員
三
浦
良
子
さ
ん
が
７
月

14
日
（
月
）
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
厚
生

部
活
動
に
於
て
も
活
躍
さ
れ
て
尚
絅
学
院

同
窓
会
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
た
こ
と

に
感
謝
し
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
は
？

　
尚
絅
学
院
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
は
、

2
0
0
3
年
４
月
大
学
開
学
の
年
に
全
学
協
力

の
基
に
本
学
の
教
育
研
究
活
動
の
場
を
学
外
へ

拡
大
す
る
、ま
た
そ
の
成
果
を
学
外
に
還
元
し
大

学
と
地
域
社
会
と
の
交
流
活
性
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
設
立
さ
れ
、英
会
話
講
座
や
感
性
ア
ー

ト
講
座
な
ど
の
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
や
各
種
公

開
講
座
、リ
カ
レ
ン
ト
講
座
を
開
講
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

英語でしゃべりたい
(英会話入門)

●受講料：1期10回 10,000円
●定員：15名
●講師：橘由加(州立モンタナ大学准教授）
●開講場所：JR名取駅構内プラザ
ホール

語学

川柳実作入門講座
●受講料：1期10回 10,000円
●定員：15名
●講師：若山大介(川柳宮城野社編集同人）
●開講場所：JR名取駅構内プラザ
ホール

文学

癒しの講座入門(アロマで癒し)
●受講料：1期7回 7,000円
●講師：関淑恵(アロマインストラクター）
●開講場所：尚絅学院大学ゆりが丘
キャンパス

趣味

公開講座

●受講料：無料　●会場：本学ゆりが丘キャンパス講義室


